
＜会長報告＞

・本日例会に先立ち、歴代会長会が行われ、

2026-27年度会長指名されました。

＜委員会報告＞

・なし

＜伝達・贈呈＞

・11月度の記念日：会員お誕生日：29日 森会員

配偶者お誕生日：10日 石渡直子様

結婚記念日：3日 田中会員ご夫妻

・100％出席表彰：金子会員(通算16回)、波多野会員(通算15回)

・旧東分区懇親ゴルフ大会表彰：第３位 工藤会員、

ニアピン賞／飛び賞(85位) 原田会員、ゾロ目賞 森会員

■ 点 鐘

■ ロータリーソング：「それでこそロータリー」

■ ゲスト：卓話者 新庄一郎氏(東京RC)

■ ビジター：熊川貴昭君(東京紀尾井町RC)地区大会のご案内

『共に創ろうクラブの魅力』 クラブ会長 原田俊彦

次回以降のプログラム

11月27日 休会

12月4日 年次総会

2025年11月13日

第1505回 例会報告
会員数 出 席   出席率   前々回訂正出席率
17人  11名 64.71％ 10月30日 休会

ガバナー
中川雅雄(東京浅草RC)

本日の卓話
「地中海の食とワインそして世界遺産

ル・コルビュジエの建築から学ぶこと」
森ニーノ氏

株式会社エーエムエス

代表取締役 内木 博喜氏

■ 例会日 毎週木曜日  １２：３０～１３：３０           ■  役  員／ 会長 原田 俊彦
■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1  会長エレクト  土屋 東明
        ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111・FAX03-3667-1615  幹事    井上 慶亮
■ 事務局  〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ    副幹事  木村 美鈴

TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長   野木 芳宏

RI会長
フランチェスコ・アレッツォ

（イタリア、ラグーザRC）
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1.クラブをもっと元気にしよう
例会を楽しくしよう

2.地域社会に役立つ活動を
しよう

3.デジタルをうまく役立てよう
＋ONE よい事はマネしよう

W E E K L Y  R E P O R T

東京ベイロータリークラブ
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ニコニコボックス

熊川 貴昭君(東京紀尾井町RC) 地区大会のご案内で参りました。よろしくお願いいたします。
原田 俊彦君 新庄様、本日の卓話よろしくお願いします。
井上 慶亮君 熊川様、ようこそ！ 新庄様、本日はよろしくお願い致します。
石渡 秀雄君 もうすぐ年末です。インフルエンザも流行っているので皆様、手を洗いましょう。

新庄さん、本日よろしくお願い致します。
金子高一郎君 新庄さん、本日の卓話、宜敷くお願い致します。
木村 美鈴君 新庄様、本日は楽しみにしております。よろしくお願いいたします。
野木 芳宏君 新庄様のお話、楽しみにしています。
波多野幸雄様 争族のお話、大変興味があります。よろしくお願いします。
水谷 文彦君 新庄様、卓話楽しみにしています。
工藤 久志君 新庄さん、本日卓話、宜しくお願いします。
土屋 東明君 新庄一郎さんの卓話、よろしくお願いします。
林 茂男 君 新庄さんをお迎えして。
田中 保 君 今日は新庄さん、よろしくお願いします。

合計 27，０００円

11月13日の卓話は、東京ロータリークラブ

新庄一郎氏による

「“争族”防止策としての遺言書あれこれ」

でした。

相続に関する基本的な内容から、具体的な

事例まで、お話いただきました。

2025年11月RI会長のメッセージ
2025-26年度RI会長 フランチェスコ・アレッツォ

ロータリー財団月間を祝う11月は、寄付を行うだけでなく、その理由についても考えていただきたいと思います。財
団は、単にプロジェクトに資金を提供しているだけではありません。財団は、信頼と友情に根差した奉仕が持続可能
な変化をもたらすという私たちの約束を果たすための原動力です。
ロータリーの行動計画は「より大きなインパクトをもたらす」ことを求めており、財団はこのビジョンを実現させる手
段なのです。1988年以来、ロータリーとパートナー団体は、約30億人の子どもにポリオの予防接種を行ってきまし
た。私たちはこの活動のために26億ドル以上を投入し、昨年だけでも1億4,600万ドルを根絶への最後の一押し
のために投入しました。これらの数字は重要ですが、真のインパクトは統計だけに表れるものではありません。真のイ
ンパクトとは、子どもたちが決してポリオに怯えなくなることであり、家族が希望を取り戻し、かつて疾病に苛まれてい
た地域社会に平和が築かれることです。
しかし、ポリオ根絶は数あるストーリーの一つにすぎません。毎年、ロータリー平和センターは、対立を対話へ、分断
を理解へと変える新世代のリーダーを育成しています。2023-24年度には、新たに約100名のフェローが研究を
開始し、140カ国以上からの1,800人を超える平和構築者たちのレガシーを受け継いでいます。彼らに投資するこ
とは、今後何十年にもわたって実を結ぶ平和の種を蒔くことです。
財団はまた、地区補助金やグローバル補助金を通じて、大小さまざまなプロジェクトを支援し、人びとの生活に変
化をもたらしています。農村地域に安全な水を提供する井戸、若い専門職のための奨学金、災害後の医療など、これ
らは一時的な対応ではなく、尊厳、レジリエンス、機会への一歩です。こうして、ロータリーの奉仕は持続可能なイン
パクトを持つようになります。また、自然災害に見舞われた際にも、ロータリーは災害救援補助金で迅速に対応する
ことができます。 
ロータリー財団について大切なのは、私たちが単独で何を達成できるかではなく協力して何を達成できるかです。
大小にかかわらず、すべての寄付がほかの寄付と一緒になって、人類と未来のための大きな力となっていきます。
どんな偉大な旅でも、一番大変なのは最後の1マイルです。私たちは、ポリオ根絶に向けた最後の一歩、平和のた
めの活動、そして人びとを絶望から救い出そうとするあらゆるプロジェクトにおいて、このことを実感しています。しか
し、私が行うすべての寄付は、どんな困難があろうとロータリーの活動は継続していくという宣言なのです。
今月は、感謝の気持ち、喜び、希望を寄付という形で表しましょう。財団を通じて、私たちは「よいことのために手を
取りあい」、その過程でプロジェクトだけでなく、平和、信頼、「超我の奉仕」というレガシーを残していくのです。
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